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- 4 - 
 
ま
た
吉
蔵
に
は
部
派
分
裂
に
よ
っ
て
異
部
が
生
じ
た
段
階
を
「
像
法
」
と
捉
え
、
大
乗
仏
教
を
「
正
法
」
と
捉
え
る
思
想
が
見
ら
れ
る
。
こ
う
し
た
初
期
の
法
滅
思
想
や
そ
の
後
展
開
さ
れ
た
末
法
思
想
に
は
、
本
来
的
に
批
判
対
象
が
設
定
さ
れ
て
お
り
、
自
己
を
正
当
化
す
る
際
に
「
正
法
」
が
回
復
さ
れ
る
と
す
る
論
理
が
内
包
さ
れ
て
い
る
。
最
澄
は
、
末
法
思
想
に
内
包
さ
れ
る
時
間
観
念
を
活
用
し
て
、
南
都
の
僧
綱
が
支
配
す
る
仏
教
界
を
「
像
末
」
の
現
れ
だ
と
批
判
し
、
単
受
大
乗
菩
薩
戒
に
よ
る
完
全
な
大
乗
仏
教
を
実
現
す
る
こ
と
が
、「
正
法
」
の
回
復
に
つ
な
が
る
と
す
る
思
想
を
提
唱
し
た
。
 
第
七
章
で
は
、
最
澄
が
南
都
の
僧
綱
の
存
在
を
「
末
法
」
の
表
れ
で
あ
る
と
し
た
こ
と
、
お
よ
び
「
正
法
」
の
回
復
に
何
を
必
要
と
考
え
た
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
最
澄
は
、
南
都
の
僧
綱
に
よ
る
僧
侶
の
統
制
と
、
僧
籍
の
編
成
よ
る
僧
侶
の
管
理
が
行
わ
れ
て
い
る
現
在
は
、
『
仁
王
経
』
に
説
か
れ
る
「
末
法
」
の
世
だ
と
し
、
両
制
度
の
廃
止
を
訴
え
た
。
現
在
が
「
末
法
」
だ
か
ら
、
天
台
法
華
宗
の
菩
薩
僧
に
比
叡
山
で
の
山
修
山
学
を
課
す
と
す
る
論
理
は
、
北
周
末
隋
初
の
菩
薩
僧
に
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
最
澄
が
「
末
法
」
と
比
叡
山
を
結
び
つ
け
た
の
は
、
聖
徳
太
子
の
慧
思
後
身
説
と
霊
山
同
聴
説
を
教
理
的
な
根
拠
と
す
る
も
の
だ
と
論
じ
た
。
最
澄
は
、
比
叡
山
を
霊
鷲
山
に
見
立
て
て
、
比
叡
山
で
釈
尊
が
『
法
華
経
』
を
説
法
し
て
い
る
現
在
が
「
正
法
」
の
世
だ
と
す
る
思
想
を
説
い
た
。
そ
う
し
た
「
正
法
」
の
世
を
実
現
す
る
に
は
、
得
度
授
戒
制
度
の
改
正
が
必
要
で
あ
る
。
最
澄
は
、
『
法
華
経
』
「
安
楽
行
品
」
に
説
か
れ
る
よ
う
に
、
小
乗
の
声
聞
に
近
づ
く
こ
と
な
く
、
比
叡
山
に
お
い
て
一
貫
し
て
出
家
得
度
、
授
戒
、
山
修
山
学
が
行
え
る
よ
う
に
朝
廷
に
制
度
改
正
を
求
め
た
。
最
澄
は
、
得
度
の
実
施
日
を
桓
武
天
皇
国
忌
日
に
設
定
し
た
が
、
そ
の
理
念
的
根
拠
は
、
桓
武
天
皇
が
『
法
華
経
』
と
天
台
教
学
の
興
隆
を
付
嘱
さ
れ
た
天
皇
で
あ
り
、
崩
御
後
に
は
「
像
末
」
の
世
が
訪
れ
た
と
い
う
理
解
に
立
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
最
澄
は
、
『
梵
網
経
』
と
『
仁
王
経
』
が
「
末
法
」
の
世
を
説
く
経
典
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
説
を
南
都
の
僧
綱
を
批
判
す
る
目
的
で
用
い
て
い
た
。
さ
ら
に
、
『
梵
網
経
』
を
は
じ
め
と
す
る
菩
薩
戒
の
受
戒
作
法
に
は
、
釈
迦
牟
尼
仏
か
ら
戒
を
直
接
受
け
る
自
誓
受
戒
の
こ
と
が
説
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
比
叡
山
に
『
法
華
経
』
を
説
く
釈
尊
を
現
出
さ
せ
る
と
す
る
考
え
と
共
通
す
る
思
想
に
立
っ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
 
